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令
和
６
年
産
て
ん
菜
は
、
褐
斑
病
の
発
生
量
は
平
年
よ

り
多
か
っ
た
も
の
の
、
生
産
者
の
皆
様
の
適
切
な
防
除
な

ど
に
よ
り
、
発
病
の
進
展
は
概
ね
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
生

育
期
間
中
の
気
温
が
総
じ
て
平
年
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
糖
分
は
低
く
な
り
ま
し
た
が
、
収
量
は
平
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
産
糖
量
は
前
年
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。

　

て
ん
菜
は
、
北
海
道
の
畑
作
に
お
い
て
、
輪
作
体
系
の

維
持
に
欠
か
せ
な
い
基
幹
作
物
で
あ
り
、
ま
た
、
製
糖
工
場
は
地
域

の
雇
用
や
経
済
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
作
付
面
積
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
経
営

規
模
の
拡
大
に
伴
う
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ
り
、
減
少
傾
向
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
砂
糖
の
消
費
量
の
減
少
に
よ
り
、
輸
入
原
料
か
ら
徴
収
し

て
い
る
調
整
金
収
入
が
減
少
す
る
中
、
糖
価
調
整
制
度
の
収
支
が
悪

化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
て
ん
菜
糖
の
国
内
産
糖
交
付
金
の
交
付
対

象
数
量
を
段
階
的
に
削
減
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

砂
糖
需
要
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
農
林
水
産
省
で
実
施
し

て
い
る
「
あ
り
が
糖
運
動
」
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
「
天
下
糖

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
そ
の
他
に
も
行
政
、
糖
業
、
団
体
、
生
産
者

な
ど
様
々
な
関
係
者
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
食
育
授
業
な
ど
に
よ
り
、
砂

糖
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
発
信
し
、
砂
糖
の
消
費
拡
大
や
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
も
、
昨
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
て
ん
菜
と
砂
糖

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
砂
糖
は
食
べ
る
と
太
る
、
糖
尿
病
に

な
る
、
漂
白
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
誤
っ
た
知
識
を
持
っ
て
い
る
消
費

者
が
ま
だ
沢
山
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
ほ
か
、
て
ん
菜
か
ら
砂
糖
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
消
費
者
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
て
ん
菜
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
砂

糖
の
消
費
拡
大
の
取
組
は
関
係
者
の
誰
も
が
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で

も
実
施
で
き
る
取
組
で
す
。
真
摯
に
、
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
消
費
者
の
意
識
や
行
動
が
変
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
）

てん菜育苗播種作業（常呂町）
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先
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
移
植
作
業

や
直
播
栽
培
の
播
種
作
業
は
、
概
ね
順
調

に
進
み
ま
し
た
。オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
な
ど
、

一
部
の
地
域
で
は
、
４
月
下
旬
の
断
続
的

な
降
雨
の
た
め
、
移
植
作
業
や
直
播
の
播

種
作
業
に
や
や
遅
れ
が
出
ま
し
た
。定
植
・

播
種
後
は
、
周
期
的
に
降
雨
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
移
植
後
の
活
着
、
直
播
の
発
芽

と
も
良
好
で
し
た
。
十
勝
地
方
で
は
、
５

月
は
じ
め
に
風
害
が
発
生
し
、
一
部
で
、

再
播
種
・
補
植
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
令
和
６
年
の
気
象
と
生
育
経
過

　

令
和
６
年
の
気
象
（
図
２
）
な
ら
び
に

移
植
お
よ
び
直
播
栽
培
の
生
育
経
過
（
表

１
、２
）
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
春

ｔ
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
糖
分
取
引
の
始

ま
っ
た
昭
和
61
年
か
ら
の
平
年
値
対
比
で

は
１
２
０
％
と
高
く
、
こ
の
間
で
は
、
最

も
多
い
値
で
し
た
（
図
１
）。
ま
た
令
和

５
年
と
比
較
す
る
と
、
５
ｔ
程
度
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
根
中
糖
分
は

１
５
．
７
％
で
、
昭
和
61
年
か
ら
の
平
年

値
よ
り
１
．
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
値
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
年
も
低
糖
分
傾
向

で
あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
61
年
に
糖
分
取

引
が
始
ま
っ
て
か
ら
最
も
低
い
値
と
な
っ

た
令
和
５
年
の
１
３
．
７
％
と
比
較
し
ま

す
と
、
２
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
の
産
糖
量
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

よ
り
作
付
面
積
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
過
去
、
最
も
少
な
か
っ
た
令
和
５

年
よ
り
、
か
な
り
改
善
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

令
和
六
年
産
の
て
ん
菜
の
受
け
入
れ

は
、
12
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
全
道
平
均
の
根
重
は
７
１
．
３
４
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根重 根中糖分 根中糖分平年値（16.8％）

根重平年値（59.28t/ha）

 振興局 5 月 15 日 6 月 15 日 7 月 15 日 8 月 15 日 9 月 15 日 10 月 15 日 

 名 移植 生育 生育 生育 生育 生育 生育 根周平年比 

道央・ 

道南地域 

石狩 0 早 1 早 1 早 4 早 3 早 3 早 3 102.3% 

後志 早 1 早 3 早 2 早 6 早 8 早 8 早 8 110.3% 

胆振 早 2 早 5 早 1 早 2 早 2 早 1 早 1 101.7% 

道北地域 上川 早 1 早 4 0 早 2 早 3 早 3 早 3 102.7% 

道東地域 
オホーツク 0 遅 3 0 早 2 早 6 早 5 早 5 104.0% 

十勝 早 1 早 2 早 1 早 3 早 4 早 5 早 6 103.6% 

 全道 0 遅 1 0 早 2 早 5 早 5 早 5 103.7% 

 振興局 5 月 15 日 6 月 15 日 7 月 15 日 8 月 15 日 9 月 15 日 10 月 15 日 

 名 播種 出芽 生育 生育 生育 生育 生育 根周平年比 

道央・ 

道南地域 

石狩 遅 2 早 2 早 1 早 4 早 3 早 3 早 2 100.3% 

後志 - - - - - - - - 

胆振 早 1 早 2 0 早 2 早 2 早 3 早 2 102.9% 

道北地域 上川 早 4 0 早 2 早 3 早 3 早 3 早 3 103.5% 

道東地域 
オホーツク 0 遅 1 0 早 2 早 3 早 3 早 2 101.0% 

十勝 早 1 早 2 早 1 早 4 早 5 早 6 早 6 105.6% 

 全道 早 1 早 1 早 1 早 3 早 4 早 5 早 4 103.9% 

図１．根重および根中糖分の推移（全道平均）
注 1）平年値は昭和 61 年〜令和 6 年の平均

表１．てん菜の生育経過 ( 移植 )

注 1）北海道農政部発表の「農作物の生育状況」より作成。

注 2）遅／早・数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

注 3）「移植」、「生育」欄の赤字は平年値より早いこと、青字は平年値より遅いことを示す。

表２．てん菜の生育経過 ( 直播 )

注 1）北海道農政部発表の「農作物の生育状況」より作成。

注 2）遅／早・数字は移植作業および生育の平年値からの遅早日数を示す。

注 3）「播種」、「生育」欄の赤字は平年値より早いこと、青字は平年値より遅いことを示す。
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３
．
病
害
虫
の
発
生
状
況

　

令
和
５
年
に
、
各
地
で
多
発
し
た
褐
斑

病
は
、
高
温
多
湿
条
件
で
、
発
病
が
進
展

し
て
い
き
ま
す
。
令
和
６
年
は
、
６
月
以

降
の
高
温
傾
向
や
、
令
和
５
年
の
多
発
に

よ
る
感
染
源
の
増
加
の
た
め
、
平
年
よ
り

も
初
発
が
早
い
傾
向
で
し
た
。
初
発
後

も
高
温
傾
向
で
発
病
が
進
展
し
や
す
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
十
勝
地
域
な

ど
、
７
月
に

降
雨
が
少
な

く
干
ば
つ
と

な
っ
た
地
域

で
は
、
発
病

の
進
展
が
抑

え
ら
れ
ま
し

た
。
干
ば
つ

が
解
消
さ
れ

た
７
月
下
旬

以
降
は
、
高

温
と
多
雨
傾

向
が
相
ま
っ

て
、
全
道
的

に
、
発
病
が

非
常
に
進
展

し
や
す
い
状

の
後
は
、
９
月
上
旬
ま
で
高
温
傾
向
が
続

き
、
降
水
量
も
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
生

育
お
よ
び
根
部
の
肥
大
が
進
み
ま
し
た
。

　

収
穫
期
直
前
の
10
月
15
日
の
全
道
平
均

の
生
育
の
遅
速
は
、
生
育
中
の
高
温
傾
向

を
反
映
し
て
、移
植
で
５
日
早
く（
表
１
）、

直
播
で
４
日
早
く(

表
２)

な
り
ま
し
た
。

根
周
の
平
年
比
も
全
道
平
均
で
移
植
、
直

播
と
も
に
１
０
４
％
弱
と
、
や
や
大
き
い

傾
向
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
６
月
中
旬
よ
り
高
温
傾
向

に
な
り
、
生
育
が
進
み
ま
し
た
。
７
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
は
、
十
勝
地
域
の

中
央
部
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
沿
海
部
な

ど
一
部
の
地
域
で
、降
雨
が
非
常
に
少
く
、

て
ん
さ
い
の
下
葉
が
黄
変
し
た
り
枯
れ
た

り
な
ど
、
干
ば
つ
の
被
害
が
出
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
も
、
７

月
の
下
旬
に
十
分
な
降
雨
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
干
ば
つ
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
そ

況
が
続
き
ま
し
た
。
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋

に
か
け
て
は
、
令
和
５
年
で
は
、
夏
場
の

高
温
傾
向
が
９
月
の
中
旬
ま
で
続
い
た
た

め
、
褐
斑
病
の
勢
い
が
秋
口
ま
で
止
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
６
年
は
、
幸
い

な
こ
と
に
、
８
月
下
旬
か
ら
、
特
に
最
低

気
温
が
平
年
並
み
に
低
下
し
た
た
め
、
発

病
の
勢
い
が
止
ま
り
ま
し
た
。
令
和
６
年

も
、
褐
斑
病
は
多
発
し
た
も
の
の
、
最
終

的
な
被
害
面
積
は
、
令
和
５
年
を
１
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
下
回
る
約
１
万
６
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
被
害
面
積
の
う
ち
甚
発
生
と
多

発
生
の
合
計
面
積
は
、
令
和
５
年
の
約

６
千
８
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
、
半
分
以
下

の
２
千
９
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
の
よ
う
な
褐
斑
病

が
蔓
延
し
や
す
い
気
象
条
件
の
中
で
、
令

和
５
年
よ
り
被
害
面
積
が
減
っ
た
要
因
と

し
て
、
生
産
者
の
皆
様
が
、
令
和
５
年
以

上
に
防
除
を
徹
底
さ
れ
た
こ
と
、
８
月
下

旬
か
ら
の
気
温
が
低
下
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
病
害
虫
の
発
生
に
つ
い
て
で

す
が
、
ヨ
ト
ウ
ガ
は
、
１
回
目
は
平
年
並

の
発
生
で
し
た
が
、
２
回
目
は
例
年
よ
り

や
や
多
め
の
発
生
で
し
た
。
ま
た
、
夏
か

ら
秋
口
に
か
け
て
、
シ
ロ
オ
ビ
ノ
メ
イ
ガ
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図２．令和６年の気象経過（全道平均）
注１）気象値は、オホーツク、十勝、上川、空知、石狩、後志、胆振地域のアメダスデータを、てん菜作付面積に基づ

き加重平均して算出。

注２）平年値は平成 26 〜令和 5 年の 10 か年平均。
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年
と
比
べ
て
褐
斑
病
の
被
害
が
減
少
し
た

こ
と
、
積
算
最
低
気
温
が
か
な
り
低
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

　

次
に
、
図
４
に
、
春
か
ら
初
夏
の
積
算

最
高
気
温
と
根
重
と
の
関
係
を
示
し
ま
し

た
。
品
種
の
根
重
の
水
準
は
、
昭
和
61
年

か
ら
か
な
り
向
上
し
て
い
る
の
で
、
平
成

21
年
以
降
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
22
年
と
28
年
は
、
黒
根
病
を
含

む
根
腐
病
が
多
発
し
た
た
め
、
根
重
が
大

き
く
低
下
し
た
年
な
の
で
、
相
関
係
数
の

計
算
か
ら
は
除
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の

分
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

理
由
と
し
て
、
夜
温
が
高
い
と
呼
吸
に
よ

る
糖
分
の
消
耗
が
大
き
く
な
る
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
算
最
低
気

温
が
高
く
な
る
と
、
褐
斑
病
が
多
発
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
根
中
糖
分
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
令
和
６
年
は
低

糖
分
傾
向
で
し
た
が
、
要
因
と
し
て
は
、

こ
の
間
の
積
算
最
低
気
温
が
高
か
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。
し
か
し
、

令
和
５
年
よ
り
も
根
中
糖
分
は
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
令
和
５

が
発
生
し
、
被
害
を
受
け
た
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。
黒
根
病
を
含
む
根
腐
病
は
、
７

月
中
旬
ま
で
の
降
雨
が
比
較
的
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
少
発
生
で
し
た
。
ま
た
黄

化
病
も
少
発
生
で
し
た
。

４
．
気
象
と
て
ん
菜
生
育
の
関
係

　

気
象
と
全
道
平
均
の
収
量
の
関
係
に
つ

い
て
で
す
が
、
ま
ず
、
図
３
に
、
夏
か
ら

秋
の
積
算
最
低
気
温
と
根
中
糖
分
と
の
関

係
を
示
し
ま
し
た
。
て
ん
菜
は
、
こ
の
間

の
積
算
最
低
気
温
が
高
い
ほ
ど
、
根
中
糖

積
算
最
高
気
温
が
高
い
ほ
ど
、
根
重
は
多

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
初

夏
ま
で
の
高
温
が
初
期
生
育
を
促
進
さ

せ
、
そ
の
後
の
根
部
肥
大
に
つ
な
が
る
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

は
、
こ
の
間
の
気
温
が
例
年
よ
り
高
く
推

移
し
た
た
め
、
積
算
最
高
気
温
は
平
成

２
１
年
以
降
で
は
最
も
高
い
レ
ベ
ル
と
な

り
、
根
重
の
増
加
に
非
常
に
好
適
な
条
件

で
し
た
。
令
和
５
年
の
根
重
低
下
に
つ
い

て
は
、
褐
斑
病
の
激
発
が
悪
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
令
和
６
年
は
褐
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図 3　夏から秋の積算最低気温と根中糖分の関係
　　　（全道平均 昭和 61 年〜令和 6 年）
注１）積算最低気温：7 月上旬〜 10 月上旬の積算値。

注２）**：有意水準１% で有意であることを示す。

図 4　春から初夏の積算最高気温と根重の関係
　　　（全道平均 平成 21 年〜令和 6 年）
注１）積算最高気温：4 月中旬〜 6 月下旬の積算値。

注２）**：有意水準１% で有意であることを示す。
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心
と
な
り
ま
す
。
通
常
の
条
件
で
は
、
14

日
間
隔
が
散
布
の
基
本
と
な
り
ま
す
が
、

令
和
５
年
や
６
年
の
夏
期
の
よ
う
に
、
高

温
で
急
激
に
発
病
が
進
む
場
合
に
は
残
効

が
短
く
な
る
た
め
、
散
布
間
隔
を
10
日
以

下
に
短
縮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
マ
ン
ゼ
ブ
剤
を
、
最
も
病
気
が
激
し

く
進
展
す
る
８
月
中
に
重
点
的
に
散
布
で

き
る
よ
う
に
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

褐
斑
病
以
外
の
要
因
に
よ
る
根
中
糖
分

の
低
下
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
施
肥
管
理

を
行
い
、
必
要
以
上
の
窒
素
分
を
施
肥
し

な
い
こ
と
や
、
湿
害
に
備
え
て
十
分
な
透

排
水
対
策
を
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
低
糖
分

に
な
り
や
す
い
圃
場
で
は
、
高
糖
分
型
品

種
を
作
付
け
す
る
こ
と
な
ど
の
対
策
が
重

要
で
す
。
近
年
の
高
糖
分
品
種
で
は
、
糖

量
が
、
根
重
型
品
種
に
引
け
を
取
ら
な
い

も
の
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
は
黒
根
病
を
含
む
根
腐
病
の

発
生
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、高
温
年
で
、

６
月
か
ら
７
月
に
降
水
量
が
多
け
れ
ば
、

多
発
す
る
こ
と
が
多
く
、
多
発
す
る
と
根

重
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
の
で
、
黒

根
病
の
対
策
も
重
要
で
す
。
ま
ず
圃
場
の

基
盤
整
備
や
心
土
破
砕
な
ど
、
透
排
水
対

も
多
発
し
た
褐
斑
病
の
対
策
に
つ
い
て
で

す
が
、
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
抵
抗
性
が
強

い
品
種
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

近
年
、こ
れ
ま
で
の
「
強
」
や
「
か
な
り
強
」

よ
り
も
強
い
「
極
強
」
の
抵
抗
性
を
持
つ

品
種
が
北
海
道
の
優
良
品
種
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。「
極
強
」
品
種
で
あ
れ
ば
、
令

和
５
年
や
６
年
の
よ
う
な
高
温
多
雨
の
気

象
条
件
で
も
、
通
常
の
防
除
体
系
よ
り
防

除
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。ま
た「
か
な
り
強
」品
種
で
も
、「
強
」

や
「
や
や
強
」
品
種
よ
り
、
通
常
の
防
除

体
系
で
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
次
に
、
防
除
に
つ
い
て
で
す

が
、
褐
斑
病
が
あ
る
程
度
広
が
っ
て
し
ま

う
と
薬
剤
散
布
の
効
果
が
落
ち
て
し
ま
う

の
で
、
褐
斑
病
発
生
直
後
ま
で
に
防
除
を

開
始
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ

の
後
の
定
期
的
な
防
除
で
は
、
薬
剤
の
残

効
が
切
れ
て
再
び
褐
斑
病
が
広
が
り
始
め

る
前
に
、
次
の
散
布
を
行
う
こ
と
が
効
果

的
で
す
。
最
も
効
果
的
な
褐
斑
病
防
除
薬

剤
で
あ
る
マ
ン
ゼ
ブ
剤
は
、
残
効
が
14
日

程
度
で
銅
剤
な
ど
よ
り
も
長
く
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ

剤
や
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
な
ど
の
よ
う
な
耐
性
菌
の

発
生
も
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
連
続
５
回

散
布
可
能
な
た
め
、
褐
斑
病
防
除
で
は
中

斑
病
の
被
害
が
減
少
し
、
根
重
へ
の
悪
影

響
が
減
少
し
た
こ
と
も
、
根
重
が
令
和
５

年
よ
り
多
か
っ
た
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

５
．
令
和
６
年
の
ま
と
め

　

こ
の
よ
う
に
、
令
和
６
年
も
、
高
温
が

て
ん
菜
生
産
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
生
育
に
お
い
て
は
、
初
期
の
高
温

の
影
響
で
、
根
部
肥
大
の
条
件
が
良
好

だ
っ
た
も
の
の
、
中
期
か
ら
後
期
の
高
温

に
よ
っ
て
、
根
中
糖
分
が
悪
影
響
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
褐
斑
病
の
被
害
は
令
和
５

年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
高
温

の
影
響
で
、
発
生
自
体
は
、
平
年
よ
り
か

な
り
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

ヨ
ト
ウ
ガ
や
シ
ロ
オ
ビ
ノ
メ
イ
ガ
の
発
生

が
増
え
て
い
る
の
も
、
夏
場
の
高
温
に
原

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
の
地

球
温
暖
化
の
予
測
に
よ
る
と
、
今
後
は
高

温
傾
向
が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
に
備
え
て
注
意
が
必

要
な
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
．
今
後
の
対
策
な
ど

　

令
和
５
年
に
引
き
続
き
、
令
和
６
年
に

策
を
十
分
行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
の

上
で
、
抵
抗
性
品
種
の
作
付
け
が
効
果
的

で
す
。
特
に
本
病
が
発
生
し
や
す
い
圃
場

で
は
、
抵
抗
性
が
「
強
」
の
品
種
を
作
付

け
て
く
だ
さ
い
。
直
播
栽
培
の
場
合
は
移

植
栽
培
以
上
に
「
強
」
品
種
が
有
効
で

す
。
ま
た
、
移
植
栽
培
で
は
殺
菌
剤
の
育

苗
ポ
ッ
ト
灌
注
処
理
、
直
播
栽
培
で
は
７

月
上
旬
の
殺
菌
剤
株
元
散
布
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
病
害
発
生
が
ま
す
ま
す
激
し
く

な
り
、低
糖
分
の
年
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
備
え
て
、
高
度
病
害
抵
抗
性

と
高
糖
分
、
高
糖
量
を
兼
ね
備
え
た
て
ん

菜
品
種
の
育
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
後
、

安
定
し
た
て
ん
菜
生
産
の
た
め
に
、
条
件

に
応
じ
て
こ
の
よ
う
な
品
種
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
と
も

農
業
試
験
場
を
含
む
関
係
機
関
は
、
こ
の

よ
う
な
品
種
の
育
成
に
努
力
し
て
い
く
と

と
も
に
、
有
益
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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は
、
亜
寒
帯(

亜
寒
帯
湿
潤
気
候)

で
あ

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
、
春
の
気
温

が
低
く
、
夏
の
降
水
量
が
多
い
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
夏
の
高
温
か
つ
多
湿

の
条
件
は
、
様
々
な
病
気
を
発
生
さ
せ
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
の
テ
ン
サ
イ
の
主
要
な
病
害

は
、
褐
斑
病
、
根
腐
病
、
黒
根
病
、
そ
う

根
病
で
す
。
褐
斑
病
は
、
葉
や
葉
柄
に
斑

点
や
褐
変
枯
死
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
防
除
が
重
要
で
す
が
、
耐
性
菌
も
多

い
こ
と
に
加
え
、
長
雨
等
で
適
期
防
除
を

逃
す
と
、
感
染
が
拡
大
し
や
す
い
た
め
、

品
種
の
抵
抗
性
は
有
効
な
対
策
の
一
つ
で

す
。
根
腐
病
は
、
葉
柄
基
部
や
根
部
に
黒

褐
色
の
壊
死
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ス
ポ
ッ
ト
状
に
発
生
し
、
畑
全
面
に
発
生

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
除
や
連
作

を
避
け
る
こ
と
が
、
重
要
な
対
策
の
一
つ

で
す
。
黒
根
病
は
、
根
部
に
黒
色
の
壊
死

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
現
在
は
、
有

効
な
薬
剤
が
な
く
、
品
種
の
抵
抗
性
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
う
根
病
は
、

病
原
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
、
根
重
お

よ
び
根
中
糖
分
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
感
染
を
媒
介
す
る
糸
状
菌
は
十
年
以

ま
し
た
が
、
そ
の
業
務
は
農
林
水
産
省
北

海
道
農
業
試
験
場(

現
北
海
道
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー)

へ
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

テ
ン
サ
イ
の
育
種
を
行
っ
て
い
る
日
本
国

内
で
唯
一
の
機
関
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
の
収
量
水
準
が
達
成

さ
れ
た
現
在
で
も
、
継
続
的
な
品
種
開
発

は
必
須
で
す
。
例
え
ば
、
最
近
で
は
、
気

象
の
影
響
を
受
け
、
テ
ン
サ
イ
の
生
産
量

は
年
次
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、テ
ン
サ
イ
は
そ
も
そ
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
原
産
で
あ
り
、
乾
燥
し
た
夏
の
気

象
条
件
に
適
応
し
た
植
物
種
で
あ
る
こ
と

と
関
係
し
ま
す
。
世
界
の
テ
ン
サ
イ
栽
培

面
積
の
大
部
分(

七
割
ほ
ど)

を
占
め
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
主
に
地
中
海
性
気
候
と

西
岸
海
洋
性
気
候
に
分
類
さ
れ
る
地
域
で

作
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
北
海
道

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
品
種
改
良
・
商
業
生

産
が
先
ん
じ
て
い
た
テ
ン
サ
イ
が
日
本
国

内
へ
初
め
て
導
入
さ
れ
た
の
が
一
八
七
〇

年
で
す
。
そ
の
後
、
札
幌
農
学
校
に
招
か

れ
て
い
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
勧
め
や
試
作

を
経
て
、
北
海
道
の
畑
作
へ
定
着
し
て
い

き
ま
し
た
。
導
入
当
時
の
生
産
に
は
様
々

な
問
題
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
品
種
改

良
や
栽
培
技
術
に
対
す
る
先
人
の
た
ゆ
ま

な
い
努
力
が
続
け
ら
れ
、
今
日
で
は
、
北

海
道
内
各
地
の
製
糖
所
が
地
域
の
経
済
的

な
振
興
の
役
割
を
担
う
重
要
な
産
業
と
し

て
の
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
の
育
種
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
農
事
試
験
場
で
行
わ
れ
、
一
九
六
〇
年

に
設
立
さ
れ
た
特
殊
法
人
て
ん
菜
研
究
所

で
は
さ
ら
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
同
研
究
所
は
一
九
七
三
年
に
解
散
し

　

私
た
ち
が
日
常
的
に
食
用
と
し
て
い
る

イ
ネ
、
ム
ギ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
は
、
数
千
年

以
上
も
前
か
ら
品
種
改
良
さ
れ
て
き
た
作

物
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
テ
ン
サ
イ

は
、
そ
の
歴
史
が
た
っ
た
二
五
〇
年
程
度

で
す
。
こ
れ
は
、
テ
ン
サ
イ
が
極
め
て
短

期
間
で
発
展
で
き
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル(

潜

在
能
力)

を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と

い
え
ま
す
。

北農研センター庁舎
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ン
タ
ー

　
　黒

　田

　洋

　輔
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す
。
そ
の
数
は
、
既
に
数
千
点
に
達
し
、

世
界
有
数
の
遺
伝
資
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
膨
大
な
遺
伝
資
源
こ
そ
が
、
次

世
代
の
テ
ン
サ
イ
を
発
展
さ
せ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
い
え
ま
す
。

始
さ
れ
る
前
に
立
会
人
の
立
会
い
の
下
９

月
18
日
～
20
日
に
実
施
。

　

立
入
検
査
は
、
１
回
目
を
10
月
28
～
30

日
、
２
回
目
を
11
月
11
日
～
13
日
の
日
程

で
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
装
置
の
点
検
・
検

査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

《
点
検
内
容
》

　

・
ソ
ウ
マ
シ
ン　
　

・
薬
液
循
環
装
置

　

・
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
・
攪
拌
装
置

　

・
ろ
過
装
置　
　
　

・
糖
分
測
定
機

※
点
検
内
容
は
、
操
業
前
点
検
・
立
入
点

検
と
も
同
一
項
目
で

実
施
。

《
点
検
結
果
》

　

全
道
５
工
場
・
１

事
業
所
の
糖
分
測
定

装
置
を
点
検
し
た
結

果
、
全
て
の
測
定
系

列
が
良
好
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

タ
ー
の
種
子
庫(

サ
ブ
バ
ン
ク)

に
は
、

世
界
で
も
特
殊
な
気
象
条
件
で
育
成
さ
れ

て
き
た
材
料
に
加
え
、
世
界
各
地
か
ら
収

集
さ
れ
た
野
生
種
を
含
む
多
く
の
種
類
の

材
料
が
種
子
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま

海
み
つ
ぼ
し
」
と
「
カ
チ
ホ
マ
レ
」
の
み

で
す
。
現
在
も
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
・
実
用
化
推
進
事
業
の
支
援

を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
複
合
病
害

抵
抗
性
の
品
種
開
発
を
目
標
に
テ
ン
サ
イ

の
育
種
や
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
品
種
が
有
す
る
複
合
病
害
抵
抗

性
は
、
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
保

有
す
る
遺
伝
資
源
の
中
か
ら
発
掘
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
後
は
、
気
象
変
動
や
、
こ

れ
ま
で
育
種
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ

た
病
害
へ
の
備
え
も
必
要
で
す
。
同
セ
ン

上
も
土
壌
中
に
生
存
で
き
る
こ
と
か
ら
、

一
度
発
生
す
る
と
防
除
が
極
め
て
困
難
な

病
害
で
す
。

　

北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日

本
の
高
温
多
湿
な
夏
の
気
象
条
件
へ
の
適

応
拡
大
を
図
る
た
め
、
そ
の
気
象
条
件
に

よ
っ
て
助
長
さ
れ
る
複
数
の
病
害
に
対
し

て
抵
抗
性
を
有
す
る
複
合
病
害
抵
抗
性
品

種
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
年
は
、

テ
ン
サ
イ
の
病
害
の
発
生
面
積
の
う
ち
の

大
部
分
を
占
め
る
褐
斑
病
お
よ
び
黒
根
病

に
対
す
る
抵
抗
性
が
優
れ
る
品
種
と
し

て
、二
〇
一
二
年
に
は「
北
海
み
つ
ぼ
し
」、

二
〇
一
八
年
に
は
「
カ
チ
ホ
マ
レ
」
が
優

良
品
種
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

品
種
は
、
黒
根
病
が
発
生
し
や
す
く
、
褐

斑
病
の
適
期
防
除
が
困
難
な
排
水
不
良
畑

を
中
心
と
す
る
作
付
け
で
、
テ
ン
サ
イ
の

生
産
と
農
家
所
得
の
安
定
に
寄
与
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
両
品
種
の
黒
根
病
抵

抗
性
は
、
現
在
の
普
及
品
種
の
中
で
は
最

高
ラ
ン
ク
の
“
強
”
で
す
。
な
お
、
先
に

認
定
さ
れ
た
「
北
海
み
つ
ぼ
し
」
は
、
世

界
で
最
初
に
普
及
し
た
黒
根
病
抵
抗
性
の

品
種
で
あ
り
、
黒
根
病
抵
抗
性
が
“
強
”

の
普
及
品
種
は
、
令
和
６
年
ま
で
に
「
北

種子（多胚・単胚）

令
和
６
年
度

原
料
て
ん
菜
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー

点
検
（
操
業
前
・
立
入
）
報
告

　

北
海
道
農
産
協
会
は
、「
原
料
て
ん
菜

測
定
要
領
」
に
基
づ
き
、
各
製
糖
所
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
原
料
て
ん
菜
糖
分
測
定

セ
ン
タ
ー
の
点
検
（
操
業
前
・
立
入
）
を

実
施
致
し
ま
し
た
。

　

操
業
前
点
検
に
つ
い
て
は
、
操
業
が
開

芽室 点検状況
（ディスペンサー）
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令和 6年度てん菜の主要病害虫発生状況

病 害 虫 年次
発生面積 被害面積 発生程度別面積（ha） 防除面積（ha） 概　評

（ha） 率 (%) （ha） 率 (%) 無 少 中 多 甚 実面積 延面積 初発期 発生量

褐 斑 病
R6 年 42,465 86.9 15,241 31.2 6,382 27,225 12,467 2,382 391 48,847 339,375 早 多
R5 年 47,301 92.6 24,187 47.4 3,780 23,114 17,938 4,874 1,375 51,081 310,939 早 多
平年 20,313 35.8 4,333 7.6 36,439 15,980 3,495 685 153 

根 腐 病

( 黒根病含む )

R6 年 2,588 5.3 52 0.1 46,258 2,537 52 0 0 48,655 92,565 － 少
R5 年 3,588 7.0 65 0.1 47,493 3,523 65 0 0 50,857 96,915 － 少
平年 5,679 10.0 594 1.0 51,073 5,085 501 68 25 

そ う 根 病
R6 年 10 0.0 0 0.0 48,837 10 0 0 0 0 0 － 少
R5 年 277 0.5 0 0.0 50,804 277 0 0 0 0 0 － 並
平年 199 0.4 0 0.0 56,553 199 0 0 0 

黄 化 病

（西部萎黄病）

R6 年 717 1.5 0 0.0 48,130 717 0 0 0 47,637 122,609 － 少
R5 年 463 0.9 0 0.0 50,618 463 0 0 0 49,563 136,786 － 少
平年 － － － － － － － － － － －

ヨ ト ウ ガ

( 第 １ 回 )

R6 年 9,643 19.7 421 0.9 39,204 9,222 421 0 0 48,847 82,846 並 並
R5 年 10,507 20.6 442 0.9 40,574 10,065 437 5 0 51,081 84,150 並 やや多
平年 8,601 15.2 383 0.7 48,151 8,218 380 3 0 

ヨ ト ウ ガ

( 第 ２ 回 )

R6 年 8,783 18.0 357 0.7 40,064 8,426 357 0 0 48,847 77,980 並 やや多
R5 年 8,703 17.0 370 0.7 42,378 8,333 365 5 0 51,081 77,903 やや早 やや多
平年 7,411 13.1 208 0.4 49,341 7,202 208 1 0 

テ ン サ イ

モグリハナバエ

R6 年 446 0.9 0 0.0 48,401 446 0 0 0 47,361 73,779 並 並
R5 年 155 0.3 0 0.0 50,926 155 0 0 0 42,812 55,377 並 並
平年 257 0.5 0 0.0 56,495 257 0 0 0 

北海道病害虫防除所のまとめによる。
令和 5・6 年とも北海道病害虫防除所のまとめに基づき、北海道農産協会にて各面積を調整・作成

（てん菜実測面積 　令和 5 年 51,081ha 令和 6 年 48,487ha にて算出）
平年：平成 26 年～令和 5 年の 10 ヵ年平均

令和６年産　てん菜生産実績（総合振興局・振興局別）

総合振興局
・振興局名

作付面積
(ha)

収量
(t/ha)

生産量
(t)

平均糖分
(%)

栽培農家戸数
( 戸 )

1 戸当り
面積(ha)内直播 直播率

空 知 552.14 515.23 93.3% 80.50 44,444.69 15.7 144 3.83 
石 狩 973.22 765.59 78.7% 68.78 66,934.68 15.5 134 7.26 
後 志 1,070.05 570.23 53.3% 64.11 68,604.74 16.3 207 5.17 
胆 振 1,035.10 757.36 73.2% 63.42 65,647.25 15.9 194 5.34 
日 高 17.63 13.95 79.1% 55.48 978.05 15.3 4 4.41 
渡 島 85.49 56.93 66.6% 44.05 3,765.70 14.0 19 4.50 
檜 山 264.38 126.22 47.7% 59.76 15,798.26 15.8 35 7.55 
上 川 2,881.80 2,111.04 73.3% 72.54 209,037.84 15.7 512 5.63 
留 萌 161.28 144.81 89.8% 46.98 7,576.36 16.2 24 6.72 
オホーツク 19,913.04 6,383.37 32.1% 69.97 1,393,380.27 15.6 2,097 9.50 
十 勝 21,547.14 13,130.70 60.9% 73.63 1,586,443.33 15.8 2,579 8.35 
釧 路 249.70 0.25 0.1% 69.24 17,289.10 15.6 14 17.84 
根 室 95.71 11.03 11.5% 51.48 4,926.94 15.7 10 9.57
合 計 48,846.68 24,586.71 50.3% 71.34 3,484,827.21 15.7 5,973 8.18 
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北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
と
の

意
見
交
換
か
ら
見
え
た
も
の

　

北
海
道
畑
作
の
適
正
な
輪
作
体
系
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
て
ん
菜
の
耕
作
者

や
作
付
面
積
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
北
海
道
農
協
青
年
部
協

議
会
畑
青
班
の
皆
様
と
２
度
の
意
見
交
換

を
行
い
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
生
産
へ
の

思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

１
．
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
生
産
の
必
要
性

に
つ
い
て

⑴　

て
ん
菜
作
付
け
意
向
を
示
す
が
、
作

付
け
制
限
の
煽
り
を

受
け
一
度
は
作
付
け

を
見
送
っ
た
が
、
て

ん
菜
後
作
で
の
他
作
物
の
収
益
と
除
草

効
果
に
も
大
き
な
効
果
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
の
で
、
て
ん
菜
を
輪

作
に
組
み
込
み
た
い
（
引
頭
）

⑵　

て
ん
菜
は
他
作
物
と
同
様
に
手
間

暇
は
か
か
る
が
、
作

業
体
系
（
家
族
経
営
）

を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

一
定
の
期
間
内
で
の
作
業
完
結
（
畑

作
物
全
般
）、
適
期
防
除
に
努
め
る
こ

と
が
省
力
化
に
直
結
す
る
と
感
じ
て
い

る
の
で
、
て
ん
菜
に
限
ら
ず
作
業
体
系

が
確
立
で
き
な
い
場
合
（
作
業
が
後
手

に
回
る
等
）
は
間
違
い
な
く
苦
悩
す
る

と
思
う
。（
東
城
）

⑶　

Ｒ
９
年
以
降
の
先
行
き
が
不
透
明
な

状
況
。

　

生
産
者
は
、
２
年

後
３
年
後
の
こ
と
も

視
野
に
入
れ
た
経
営
を
し
て
い
る
為
早

急
な
政
策
方
針
に
期
待
し
た
い
。 

　
　

糖
業
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
糖
業
の
存
在
・
存
続
は

地
域
住
民
・
関
連
産
業
に
も
多
大
な
る

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
。（
平
）

⑷　

意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
お
砂
糖
に

な
る
ま
で
の
工
程
と

お
砂
糖
に
含
ま
れ
る

効
果
を
広
め
る
必
要

性
を
実
感
で
き
た
の
で
、
砂
糖
そ
の
も

の
に
対
す
る
理
解
向
上
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
。

　
　

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
普
及
活
動
を
通
じ

て
地
道
で
時
間
は
か
か
る
が
て
ん
菜
そ

の
も
の
の
存
在
を
認
識
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
感
じ
て
い
る
。（
不
動
）

⑸　

て
ん
菜
は
北
海
道
農
業
に
欠
か
せ
な

い
作
物
で
あ
り
、
輪

作
体
系
に
も
欠
か
せ

な
い
作
物
で
も
あ
る
。

　
　

再
度
て
ん
菜
が
重
要
な
作
物
で
あ
る

こ
と
に
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。
輪

作
上
他
作
物
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で

き
る（
収
益
面
・
除
草
対
策
）こ
と
も
併

せ
て
広
め
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

秋
の
北
海
道
は
製
糖
工
場
の
操
業
で

活
気
づ
く
。
地
域
に
と
っ
て
は
重
要
な

産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
生
産
者
も
含
め

雇
用
の
場
・
働
く
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
大
き
な
産
業
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　
　

て
ん
菜
は
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
・
関

係
機
関
と
共
に
あ
り
、
北
海
道
に
は
欠

か
せ
な
い
作
物
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。（
佐
藤
）

２
．
今
後
に
向
け
て

⑴　

て
ん
菜
に
対
す
る
思
い

　
　

青
年
部
の
皆
様
の
て
ん
菜
に
対
す
る

思
い
や
期
待
と
し
て
、

①　

て
ん
菜
は
輪
作
に
お
い
て
重
要
な

作
物
で
あ
り
、
な
い
と
輪
作
が
回
ら

な
く
な
る
。
水
田
転
作
に
も
組
み
込

め
る
作
物
で
も
あ
る
。

②　

て
ん
菜
に
は
魅
力
は
あ
る
け
ど
、

労
働
力
を
如
何
に
要
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、
防
除
を
は
じ
め
と
し
た

省
力
、
高
能
率
機
械
の
活
用
が
必
要

（
佐
藤
・
東
城
・
平
）。

　
　

と
い
っ
た
ご
意
見
が
あ
り
、
農
業
経

営
に
お
け
る
て
ん
菜
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
省
力
化
に
つ
い
て

も
多
様
な
観
点
か
ら
対
応
の
方
向
性
を

探
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　

ま
た
、
大
前
提
と
し
て
、「
輪
作
体

系
を
維
持
す
る
」
こ
と
が
、
農
家
経
営

に
と
っ
て
欠
か
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

も
改
め
て
理
解
で
き
た
。
輪
作
体
系
を

維
持
す
る
こ
と
で
畑
の
負
担
軽
減
に
も

繋
が
り
、
更
に
は
て
ん
菜
の
後
作
へ
の

効
果(

除
草
効
果)

に
も
繋
が
る
の
で
、

輪
作
の
間
隔(

４
品
以
上)

が
空
け
ば

空
く
ほ
ど
効
果
は
強
く
な
る
。

　
　

て
ん
菜
の
収
益
性
の
高
さ
は
生
産
者

に
は
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
他
作
物
へ
の
相
乗
効
果
に
も

着
目
し
た
い
。

　
　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
て
ん
菜
の
作

付
け
を
検
討
、
て
ん
菜
作
付
け
に
興
味

の
あ
る
生
産
者
に
対
す
る
良
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
る
と
思
う
。
近
年
て
ん
菜

を
め
ぐ
る
生
産
環
境
が
良
く
な
い
中

で
、
青
年
部
畑
青
班
か
ら
の
こ
の
様
な

発
言
は
て
ん
菜
生
産
意
欲
を
掻
き
立
て
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る
追
い
風
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

⑵　

お
砂
糖
に
対
す
る
思
い

　
　

青
年
部
の
皆
様
よ
り
、
お
砂
糖
の
イ

メ
ー
ジ
を
伺
い
以
下
の
よ
う
な
意
見
を

伺
っ
た
。

①　

て
ん
菜
が
お
砂
糖
の
原
料
で
あ
る
と

の
認
識
が
低
い
こ
と
に
懸
念
し
て
い
る
。

②　

消
費
者
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
お
砂

糖
が
で
き
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

（
引
頭
・
東
城
）

③　

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
も
あ
る
が
お
砂

糖
そ
の
も
の
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ(

カ

ロ
リ
ー
が
高
く
太
り
や
す
い
等)

を

持
た
れ
て
い
る
の
で
、
お
砂
糖
の
正

し
い
知
識
を
如
何
な
る
方
法
で
発
信

す
る
か
が
重
要
で
は
な
い
か

　

と
の
意
見
を
伺
っ
た
。

　
　

お
砂
糖
と
人
工
甘
味
料
の
違
い
は
、

実
際
に
比
較
し
て
初
め
て
理
解
す
る
消

費
者
が
大
半
だ
と
思
う
の
で
、
天
下
糖

一
Ｐ
Ｊ
の
一
環
と
し
て
、
高
校
生
を
対

象
と
し
た
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
セ
ミ
ナ
ー
、

幼
稚
園
児
と
そ
の
親
を
対
象
と
し
た
親

子
参
加
型
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
等
で
認
知

度
を
深
め
る
取
組
を
地
道
に
進
め
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
青
年
部

の
取
組
に
お
い
て
も
組
織
全
体
で
お
砂

糖
に
対
す
る
認
知
度
を
深
め
て
い
け
る

よ
う
期
待
し
た
い
。

⑶　

地
域
経
済
・
糖
業
に
対
す
る
思
い

　
　

青
年
部
の
皆
様
の
地
域
経
済
・
糖
業

へ
の
強
い
思
い
を
伺
っ
た
。

①　

製
糖
工
場
が
一
つ
無
く
な
り
製
糖

工
場
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
貢
献
度

が
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
を

青
年
部
役
員
全
員
で
再
認
識
し
た
処

（
全
員
）。

②　

生
産
者
は
２
年
後
３
年
後
の
経
営

を
見
据
え
て
い
る
の
で
政
策
の
方
向

性
が
不
透
明
で
は
生
産
意
欲
に
繋
が

る
こ
と
も
理
解
し
て
ほ
し
い
。（
佐
藤
）

　
　

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
畑
青
班

の
役
員
の
皆
様
か
ら
お
話
を
伺
い
、
改

め
て
輪
作
の
重
要
性
と
共
に
製
糖
工
場

が
如
何
に
経
営
や
地
域
産
業
に
対
す
る

プ
ラ
ス
面
の
大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
て
ん
菜
生
産
に
取
り
組
む

生
産
者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

３
．
総
括
（
ま
と
め
）　

　

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会
畑
青
班
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
て
ん
菜
は
収
益

の
出
る
、儲
か
る
作
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

如
何
に
無
駄
な
作
業
を
減
ら
し
適
期
に
防

除
を
終
わ
ら
せ
る
経
営
体
系
を
確
立
で
き

令
和
６
年
度

高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
講
習
会

　

令
和
６
年
度
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り

講
習
会
」
は
、
十
勝
会
場
（
芽
室
町
め
む

ろ
ー
ど
）
で
２
月
５
日
（
水
）
に
実
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
す
る
予
定
で

準
備
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
十
勝

地
方
の
大
雪
の
影
響
を
受
け
、
延
期
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
視
聴
を
予
定
さ
れ
て
い
た
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す

が
、
ご
理
解
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
当

協
会
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

https://hokkaido-nosan.or.jp/

北海道農産協会ホームページ

る
か
が
重
要
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
褐
斑
病
が
激
発
し

過
去
に
な
い
低
糖
分
と
な
り
、
更
に
は
Ｒ

８
年
ま
で
の
国
の
政
策
が
出
る
な
ど
て
ん

菜
に
と
っ
て
良
い
環
境
で
は
な
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
輪
作
上
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
、
北
海
道
に
は
欠
か
せ
な
い
作
物
で

あ
る
て
ん
菜
の
作
付
け
を
今
後
も
維
持
・

継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
意
見
交
換
と
な
っ

た
。
今
後
も
彼
ら
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
色
々
な
角
度
か
ら
情
報
発
信
が
で
き
た

ら
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後

も
青
年
部
と
の
意
見
交
換
を
継
続
し
て
い

き
た
い
。

北海道農協青年部協議会畑青班

左から、引頭・東城・平・不動・佐藤


